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平成２１年（フ）第５４１号
山梨県南アルプス市川上６番地３
破産者 飯野 憲子
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

甲府地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第２１号
長野県上田市大屋48番地３ サンハイツ大屋
101号、申立時住所長野県小諸市甲3570番地
破産者 作元 久枝（旧姓土屋）
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長野地方裁判所佐久支部
平成２０年（フ）第５５号
長野県飯田市鼎一色278番地
破産者 山口 要子
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長野地方裁判所飯田支部

平成２０年（フ）第８１０５号
大阪市旭区高殿２丁目17番１号
破産者 塩谷 和弘
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２０年（フ）第８６１０号
大阪府堺市西区津久野町２丁16番12号 ファ
ミーユ津久野101号、開始決定時の住所堺市
西区浜寺諏訪森町東３丁238番地１
破産者 辻野 博貞
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第３７０号
兵庫県姫路市夢前町前之庄458番地
破産者 松川 恵一
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。

３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所姫路支部
平成２１年（フ）第３３８３号
福岡市城南区別府５丁目16番22号
破産者 津田 佳昭
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福岡地方裁判所第４民事部

平成２２年（フ）第６号
福島市西中央３丁目59番地の10

破産者 渡辺 善昭
１ 決定年月日 平成22年９月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所
平成２２年（フ）第７号
福島市西中央３丁目59番地の10

破産者 渡辺 優子
１ 決定年月日 平成22年９月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所
平成２２年（フ）第３６号
福島市丸子字御山越55番地 第１ＦＭハイツ
405、開始決定時の住所福島市佐倉下字笊内
10番地
破産者 梅津 節子
１ 決定年月日 平成22年９月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所
平成２２年（フ）第１３３号
福島県伊達郡国見町大字山崎字水門38番地
破産者 原 知裕
１ 決定年月日 平成22年９月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所

平成２１年（フ）第８１号
長野県飯田市上郷黒田871番地２
破産者 古田 公成
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長野地方裁判所飯田支部
平成２２年（フ）第１４６号
静岡県伊東市竹の台２番４号、前住所静岡県
伊東市八幡野990番地の11

破産者 赤尾 博司
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

静岡地方裁判所沼津支部民事部破産係

平成２２年（フ）第１４７号
静岡県伊東市竹の台２番４号、前住所東京都
新宿区北新宿３丁目36番２号 ハイツ末広
303

破産者 赤尾 曜子
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

静岡地方裁判所沼津支部民事部破産係
平成２２年（フ）第９１５号
京都府宇治市伊勢田町砂田113番地の20

破産者 伊藤小津惠
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

京都地方裁判所第５民事部破産係

平成２２年（フ）第３９号
長崎県長崎市新戸町３丁目７番７号 谷川ア
パート２Ｆ左
破産者 若林百々代
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長崎地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第１９９号
長崎県長崎市文教町６番20号、旧住所長崎県
長崎市昭和１丁目７番５号 アビタシオン昭
和102号
破産者 井手ì一郎
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長崎地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第２４９号
長崎県西彼杵郡長与町高田郷2339番地１
破産者 上戸 敏昭
１ 決定年月日 平成22年９月３日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

長崎地方裁判所民事部破産係
平成２２年（フ）第９０５号
札幌市中央区円山西町６丁目４番51号 訓練
センター内管理人
破産者 安田磨由美

１ 決定年月日 平成22年９月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

札幌地方裁判所民事第４部

�
œ


		2010-09-15T15:02:42+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




